
考察及びまとめ（その１）考察及びまとめ（その１）

便性状によって、感染率が変わらない、また便性状によって、感染率が変わらない、また
正常便での感染率が高い場合も見られた。正常便での感染率が高い場合も見られた。

センターで飼育する譲渡候補犬について、今センターで飼育する譲渡候補犬について、今
後も便性状にとらわれず、定期的検査を継続後も便性状にとらわれず、定期的検査を継続
的に実施する必要がある。的に実施する必要がある。



考察及びまとめ（その２）考察及びまとめ（その２）

子犬における犬回虫検査結果子犬における犬回虫検査結果

：特に引取りされた子犬で低い感染率が確認：特に引取りされた子犬で低い感染率が確認

要因要因

１、飼育母犬の駆虫により垂直感染が減少している。１、飼育母犬の駆虫により垂直感染が減少している。

→適切な駆虫状況の証明とも考えられる。→適切な駆虫状況の証明とも考えられる。

２、出生後の期間が短く、虫卵排出に至っていない。２、出生後の期間が短く、虫卵排出に至っていない。

→今後、より細分化した日齢での検査を進める。→今後、より細分化した日齢での検査を進める。



引取りされた個体からも、低い感染率ではある引取りされた個体からも、低い感染率ではある
が、寄生虫感染が確認されている。が、寄生虫感染が確認されている。

現代では、ペットが家族同様に扱われている。現代では、ペットが家族同様に扱われている。

高齢の方が、犬を飼育するケースも増加する高齢の方が、犬を飼育するケースも増加する
と考えられる。と考えられる。

動物由来感染症予防の普及啓発により力を入動物由来感染症予防の普及啓発により力を入
れていくことが大切である。れていくことが大切である。

考察及びまとめ（その３）考察及びまとめ（その３）



現状現状((そのその１）ふれあい教室１）ふれあい教室



現状（その２）現状（その２） ふれあい教室風景ふれあい教室風景



●●人への感染予防のために、人への感染予防のために、

犬との接触後の手洗いの励行犬との接触後の手洗いの励行

飼育犬の確実な駆虫飼育犬の確実な駆虫

糞便の適切な処理糞便の適切な処理

◎◎ 動物ふれあい教室動物ふれあい教室

各種講習会各種講習会
を通して今後一層呼びかけてを通して今後一層呼びかけて

いく必要がある。いく必要がある。

現状（その３）現状（その３） ふれあい教室冊子ふれあい教室冊子
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